
 

注１．郵送等で請求する場合には，本人確認ができる書類のコピーに加えて，住民票の写し等（３

０日以内に作成されたものに限ります。コピーは認められません。）が必要となります。 

 やむを得ない理由により住民票の写しが提出できない場合，開示請求窓口に事前に相談して

ください。 

注２．開示請求書を記載した日を記載してください。 

注３．開示請求者本人の氏名及び住所又は居所を記載してください。 

  また，連絡を行う際に必要になりますので，電話番号も記載してください（日中連絡がつく

ところであれば，携帯電話番号，勤務先の電話番号でも差し支えありません。）。 

  なお，法定代理人による開示請求の場合には，法定代理人の氏名及び住所又は居所，電話番

号を記載してください。 

 ※ 本人確認書類，住民票の写し等に記載されているとおりの氏名，住所又は居所を記載して

ください。

注４．本人に係る最後の外国人登録原票について開示請求する場合の記載例です。 

  （外国人登録法は，平成２４年（２０１２年）７月９日に廃止） 

 最後の外国人登録原票だけではなく，それ以前に書換え，閉鎖等された外国人登録原票につ

いても開示請求する場合には，「１９９９年以降に書換え等された全ての原票」でよいならば，

それをチェックし，その他の場合は，「その他（詳細別紙）」をチェックの上，開示請求書別紙

の１に具体的な期間を記載してください。  

 また，本人の個人情報を含む本人以外の者に係る外国人登録原票について開示請求する場合

には，「本人の個人情報を含む本人以外の者(詳細別紙)に係る外国人登録原票」をチェックし

てください。 

注５．外国人登録原票の写しの送付を希望する場合の記載例です。 

 なお，郵送等での請求の場合，送付先は住民票の写し等に記載されている住所又は居所とな

ります。 

 法務省の窓口まで取りに来られる場合には，「ア」に○をし，「写しの交付」にチェックして

ください。 

注６．件数分の収入印紙を貼ってください。 

 なお，４００円分貼付など，手数料過納付となる場合は，｢過納付分について，放棄する｣

旨を記載してください。 

注７．本人が開示請求する場合の記載例です。法定代理人が請求する場合には，「法定代理人」

にチェックしてください。 

注８．本人確認書類として「在留カード」等を提示又はその写しを提出する場合の記載例です。

本人確認書類として提示又は写しを提出するものにチェックをしてください。 

注９．法定代理人が請求する場合に記載してください。 

注１０．法定代理人としての資格を証明するものとして提示又は提出するものにチェックしてく

ださい。 



 

注１２．調査する上での参考となりますので法定代理人が請求する場合は，本人の性別，国籍・

地域について記載してください。 

注１３．調査する上での参考となりますので分かる範囲で記載してください。 

注１４．調査する上での参考となりますので，本人の個人情報を含む本人以外の者に係る外国人

登録原票の開示を請求する場合について，分かる範囲で当該本人以外の者に係る情報を記載く

ださい。 

注１１．開示請求書の「１ 開示を請求する保有個人情報」において，「その他（詳細別紙）」を

選択した場合について，開示を請求する原票が書換え，閉鎖等された期間を記載してください。


